品川区移動支援事業所連絡会　報告書資料１

	日時：令和７年７月２９日（火）　午前１０時００分～午前１１時１５分

	会場：品川区立障害児者総合支援施設　地下１階多目的室

	１．品川区障害者支援課長あいさつ

	・品川区の障害児者への移動支援事業については、ニーズが高まっているが、人材確保など供給が追い付かない状況が続いている。こうした状況の改善に向けて検討するため、事業所の皆様のご意見を伺う機会を設けた。忌憚のないご意見をお聞かせいただきたい。

	２．品川区移動支援事業実績等について 

	・品川区から移動支援事業の実績等について説明を行った。
・委託料は、令和３年度の約4,600万円に対し、令和６年度は約7,100万円と年々増加している。利用者、時間数の増加によるものと考えられ、令和３年度と比較し令和６年度における利用者数は２．５倍、時間数は１．５倍の伸びを示している。今後も増加の一途を辿ると推測される。
・障害種別毎の割合は、知的障害が毎年約半数を占め、身体障害と障害児がほぼ同程度の割合で続く。
・契約事業所数は徐々に増加しており、令和７年６月現在、２５事業所。
・移動支援に従事するヘルパーは様々な資格または研修が従事要件としてあるが、現在品川区と契約している事業所では、介護福祉士、介護福祉士実務者研修終了などの資格者証または研修終了証の写しが提出されている。


	３．知的障害者（児）移動支援従業者養成研修について

	・品川総合福祉センターから、研修の目的、概要、カリキュラム、受講後の声等について説明を行った。
・品川総合福祉センターが行う「知的障害者（児）移動支援従業者養成研修過程（通学）」は、令和２年度から開始した。令和６年度までに７１名の方が受講したが、その内、事業所に登録した方は１５名。
・受講後の声としては、研修を受けた方の中にはボランティア経験が全くなく、実際に１人で出来るだろうかと不安を持っている方がいること。事業所の皆さんには、登録後のフォローをよろしくお願いしたい。


	４．品川区地域自立支援協議会　子ども支援部会の取り組み

	・品川区地域自立支援協議会子ども支援部会長から、子ども支援部会の概要、部会および自立支援協議会の委員からの移動支援に関する意見について説明した。
〇部会からの意見（主なもの）
・ヘルパーの高齢化が進んでいるため、若いヘルパーの確保が課題。
・ヘルパーが隙間時間を使い支援できるような仕組みを事業所で検討してもらえると良い。
〇自立支援協議会の委員からの意見（主なもの）
・各事業所に登録しているヘルパーの情報を共有し、他の事業所登録ヘルパーも含めて紹介できるような仕組みを検討しても良いのではないか。
・移動支援の仕事についてＰＲする方法を検討してみてはどうか。
〇今後の子ども支援部会の取り組み予定
・移動支援の仕事を周知する方法を検討していく。
・しながわ大学連携推進協議会の仕組みを使い、学校を通して学生に周知できる方法を検討していく。


	５．事業所との意見交換・グループワーク

	・出席事業所を２つのグループに分け、利用者からの声・希望、ヘルパーからの声、人材確保、移動支援事業の経営状況等のテーマについて、グループワークを行った。主な意見は次のとおり。
（報酬）
・報酬単価について、利用者の身体介護の有無で差が大きい。ボディタッチの有無はあるが、それ以外の支援に違いはないと思う。
　ただ、保護者の認識（自分の子はそれほど手がかからない等身体介護無と認識）と支援の実態（突発的な行動を取る可能性があるため、常時手を握って移動支援している）が異なることがある。支援の際、常時緊張状態を強いられるが、身体介護無では時給が安く、なり手がいない。
・身体介護有の場合でも、利用者によってその幅は広く難易度が異なる。２人対応等で報酬差をつけてほしい。
・片道の依頼があるが、その場合帰り道の交通費や時間拘束等の問題がある。加算等で調整出来ないか。
（制度）
・令和６年４月に通知があり、車両を活用した移動支援がやりやすくなった。
・通学等の子どもからのニーズが増えており、送迎車による移動支援は、時間や場所にもよるが効率的であるため、導入の可能性について検討できないか。
・送迎車を導入するのであれば、例えばタクシードライバー経験者等の採用について模索してはどうか。
・計画相談を通して移動支援を使う方がほとんどであるが、一部計画相談を通さないで使う方がいる。こういった方は情報がなく対応が難しい。
（周知）
・利用者の中に移動支援というサービスを知らない方が結構いる。ヘルパーのＰＲも含めてサービスのＰＲが必要。
（人材確保）
・人手を広げる必要がある。会館で研修を行っているが、ファミリーサポートとのコラボやオンデマンド化について検討したらどうか。また、大学生をターゲットとし、夏休みにアルバイトしてもらってはどうか。
・会館の研修修了者７１名に対して、登録した人数１５名は少ないという意見があった。これに対し、受講者の中には既に登録している方もおり、１５名は純粋な新規登録の人数。受講者の登録に向けては、不安を感じる方が多いため、不安を拭えるようアプローチする必要があるとの回答があった。

	　　　　出席者：１．インクル南品川　ヘルパーステーション

	　　　　　　　　２．恵愛ヘルパーステーション

	３．株式会社仁済ヘルパーステーション品川

	　　　　　　　　４．ケアメイト品川訪問介護事業所

	　　　　　　　　５．ケアメイト荏原訪問介護事業所

	　　　　　　　　６．福祉ネットはる

	　　　　　　　　７．品川区ヘルパーステーション東品川

	　　　　　　　　８．品川区立障害児者総合支援施設「ぐるっぽ」

	　　　　　　　　９．移動支援事業所ステップアップ

	　　　　　　　　10．ブライトヘルパーステーション品川
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